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(Krippendorff, 1980/1989) を参考に質的記述的に分析を行っている。Step2 （第 3 段階）において、
著者は主観的な高い健康感といきいき働いていることを自覚している対象者に着目して分析を試みて
いる。対象の選定方法として層別尤度比(Stratum Specific Likelihood Ratio: SSLR)を適用し「現在、
身体的に健康だと思う」「現在、精神的に健康だと思う」「毎日、楽しくいきいきと働いている」の 3 項





































 本論文で著者は、看護師の看護実践における self-efficacy は社会的相互作用の中で発揮されるも
のであり、患者とその家族や、ともに働くスタッフ、チームなど自分以外の人々のために利他的に自己
の力を発揮し、人々にもたらされる結果を認知することで、看護師は self-efficacy を感じていると考




















平成 30 年 4 月 2 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
 
